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英
国
に
駐
在
し
て
い
た
15
年
間
を
除
く
と
、大
学
時
代
か
ら
京
都
で
暮
ら
し
始
め
て
30
年
以
上
経
つ
。建
都

1
2
0
0
年
の
重
み
を
持
つ
国
際
観
光
都
市
だ
け
に
、海
外
か
ら
の
顧
客
を
案
内
す
る
場
所
に
は
事
欠
か
な
い
。

私
の
場
合
、外
国
の
方
を
お
連
れ
す
る
際
は
、立
体
感
、色
彩
感
覚
に
富
ん
だ
清
水
寺
、平
安
神
宮
に
決
め
て
い
る
。

社
内
の
英
知
を
束
ね
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
構
築

長
期
的
な
経
営
目
標
が
社
員
の
モ
ラ
ー
ル
を
喚
起

負
っ
た
古
都
、
城
下
町
で
は
歴
史
の

重
み
の
前
に
、
二
の
足
を
踏
ん
で
し

ま
う
。

　
開
港
以
来
１
４
０
年
の
歴
史
を
持

つ
３
０
０
万
都
市
横
浜
は
、
好
奇
心

旺
盛
な
人
間
で
も
飽
き
る
こ
と
な
く

ワ
ン
グ
リ
ッ
プ
で
き
る
。
た
だ
し
、

個
人
的
に
気
に
入
っ
て
い
る
エ
リ
ア

と
な
る
と
違
う
。
市
内
中
心
部
で
あ

れ
ば
、
身
の
丈
に
合
っ
た
ち
ょ
う
ど

い
い
大
き
さ
の
街
だ
。
朝
早
く
自
宅

を
出
た
き
り
、
昼
食
も
忘
れ
て
気
の

向
く
ま
ま
歩
き
回
り
、
家
族
に
心
配

を
か
け
た
こ
と
も
あ
る
。
妻
か
ら
は

「
本
を
読
む
か
、
街
を
歩
き
回
っ
て

い
る
か
の
ど
ち
ら
か
だ
」
と
言
わ
れ

る
。
も
と
も
と
、
山
頭
火
の
よ
う
な

放
浪
に
あ
こ
が
れ
て
い
る
。

年
の
重
み
を
持
つ
国
際
観
光
都
市
だ

け
に
、
海
外
か
ら
の
顧
客
を
案
内
す

る
場
所
に
は
事
欠
か
な
い
。
私
の
場

合
、
外
国
の
方
を
お
連
れ
す
る
際

は
、
立
体
感
、
色
彩
感
覚
に
富
ん
だ

清
水
寺
、
平
安
神
宮
、
金
閣
寺
の
３

つ
に
決
め
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
個
人
的
に
気
に
入
っ
て

い
る
エ
リ
ア
と
な
る
と
違
う
。
市
内

中
心
部
で
あ
れ
ば
、
鴨
川
沿
い
の
水

路
で
あ
り
、
森
鴎
外
の
小
説
で
も
有

名
な
高
瀬
川
の
辺
り
が
気
に
入
っ
て

い
る
。
歴
史
の
重
み
が
凝
縮
さ
れ
て

い
る
濃
厚
な
雰
囲
気
が
何
と
も
言
え

な
い
。
も
っ
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
意

味
で
言
え
ば
自
宅
付
近
に
、
新
た
な

ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
う
え
で
欠
か

せ
な
い
場
所
が
あ
る
。
週
一
回
の

ペ
ー
ス
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
際
に
通

り
か
か
る
、
大
淀
川
の
ほ
と
り
に
あ

る
興
聖
寺
だ
。

　
と
く
に
、
大
淀
川
か
ら
大
阪
城
に

か
け
た
緩
や
か
な
琴
坂
と
呼
ば
れ
て

い
る
参
道
が
素
晴
ら
し
い
。
桜
、
カ

エ
デ
な
ど
の
樹
木
が
両
側
に
生
い
茂

り
、
坂
の
両
端
を
流
れ
る
小
川
の
せ

せ
ら
ぎ
が
琴
の
音
に
似
て
い
る
。
い

つ
も
は
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
き

な
が
ら
走
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
を
通

る
と
き
は
歩
き
な
が
ら
、
川
や
風
の

音
に
耳
を
傾
け
て
い
る
。
ジ
ョ
ギ
ン

れ
、
自
分
だ
け
の
時
間
を
過
ご
せ

る
。

不
採
算
部
門
の
研
究
開
発
費

を
新
規
事
業
に
投
入

　
平
日
の
早
朝
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し

た
り
、
週
末
に
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か

け
て
散
策
す
る
な
ど
、
日
々
の
生
活

か
ら
切
り
離
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て

い
る
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク
型
も
い
い

が
、
十
人
十
色
の
楽
し
み
方
が
満
喫

で
き
る
場
が
も
っ
と
増
え
れ
ば
、
市

民
の
暮
ら
し
も
、
も
っ
と
豊
か
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
英
国
に
い
た
15
年
間
を
除
く
と
、

大
学
時
代
か
ら
京
都
で
暮
ら
し
始
め

て
30
年
以
上
経
つ
。
建
都
１
２
０
０

付
い
た
公
園
が
多
い
。
ゆ
っ
た
り
し

た
時
間
を
過
ご
せ
る
素
朴
な
緑
地
公

園
が
少
な
い
の
が
残
念
だ
。
質
実
剛

健
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
る
種
の
に
ぎ

や
か
さ
を
好
む
名
古
屋
の
風
土
を
反

映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
自
宅
近
く
に
も
、
約
40
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
い
う
墓
地
公
園
と
し
て
は
国
内

最
大
の
「
平
和
公
園
」
が
あ
る
。
戦

後
の
復
興
期
、
旧
名
古
屋
市
の
区
画

整
理
に
伴
い
、
市
街
地
に
あ
っ
た
寺

の
90
％
以
上
の
墓
地
を
集
約
す
る
た

め
に
造
ら
れ
た
公
園
で
、
約
20
万
の

墓
標
が
立
ち
並
ぶ
。

　
墓
地
を
兼
ね
て
い
る
う
え
に
、
家

族
連
れ
に
人
気
が
あ
る
東
山
公
園
が

す
ぐ
近
く
に
あ
る
せ
い
か
、
い
つ
足

を
運
ん
で
も
静
寂
な
雰
囲
気
に
浸

国
際
基
準
の
概
念
を

社
員
教
育
に
導
入

　
６
月
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、
市
営
と
し

て
初
め
て
作
ら
れ
た
日
本
公
園
や
大

阪
城
の
公
園
で
咲
き
誇
る
シ
ョ
ウ
ブ

の
花
が
美
し
い
。
意
外
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
の
郊
外
に

は
、
こ
う
し
た
都
市
公
園
が
１
２
０

０
以
上
も
点
在
し
て
い
る
。
今
後
も

公
園
面
積
は
増
え
続
け
る
傾
向
に
あ

り
、
行
く
行
く
は
市
民
１
人
当
た
り

約
10
平
方
メ
ー
ト
ル
に
な
る
と
い

う
。

　
た
と
え
ば
、
名
古
屋
の
主
だ
っ
た

公
園
す
べ
て
が
そ
う
だ
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
が
、
動
植
物
園
を
兼
ね
た

東
山
公
園
の
よ
う
に
、
付
加
価
値
が

グ
中
は
人
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
る
こ

と
も
な
く
集
中
で
き
る
の
で
、
仕
事

上
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
の
ほ
と
ん
ど

は
川
沿
い
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
に
生
ま

れ
る
。
古
都
を
背
景
に
先
端
技
術
の

発
想
を
思
い
つ
く
と
い
う
こ
と
に
妙

な
感
慨
を
覚
え
る
。

入
社
当
時
の
人
脈
が

３０
年
後
の
情
報
収
集
で
結
実

　
東
京
か
ら
横
浜
に
移
り
住
ん
で
25

年
た
つ
。
今
で
も
週
末
ご
と
の
横
浜

散
策
を
楽
し
ん
で
い
る
。
１
０
０
０

万
人
を
超
え
る
人
々
が
暮
ら
す
ト
ウ

キ
ョ
ー
は
あ
ま
り
に
も
巨
大
す
ぎ
て

つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
中
核

都
市
で
あ
っ
て
も
、
時
の
流
れ
を
背
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　６月ころであれば、市営として初めて作られた日本

公園や大阪城の公園で咲き誇るショウブの花が美

しい。意外に思われるかもしれないが、日本の郊外

には、こうした都市公園が1200以上も点在してい

る。今後も公園面積は増え続ける傾向にあり、行く

行くは市民1人当たり約10平方メートルになるとい

う。たとえば、名古屋の主だった公園すべてがそうだ

というわけではないけれど、動植物園を兼ねた東山

公園のように、付加価値が付いた公園が多い。ゆっ

たりした時間を過ごせる素朴な緑地公園が少ないの

が残念だ。質実剛健でありながら、ある種のにぎや

かさを好む名古屋の風土を反映しているのかもしれ

ません。

社内の英知を束ね、
新たなビジネスを構築
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　６月ころであれば、市営として初めて作られた日本

公園や大阪城の公園で咲き誇るショウブの花が美

しい。意外に思われるかもしれないが、日本の郊外

には、こうした都市公園が1200以上も点在してい

る。今後も公園面積は増え続ける傾向にあり、行く

行くは市民1人当たり約10平方メートルになるとい

う。たとえば、名古屋の主だった公園すべてがそうだ

というわけではないけれど、動植物園を兼ねた東山

公園のように、付加価値が付いた公園が多い。ゆっ

たりした時間を過ごせる素朴な緑地公園が少ないの

が残念だ。質実剛健でありながら、ある種のにぎや

かさを好む名古屋の風土を反映しているのかもしれ

ません。

社内の英知を束ね、
新たなビジネスを構築

History ofenterprise

【新・記事広告サンプル】本文字数／約 1,500 字

記事体広告の制作上の注意点〔見開き〕

● 本文
 〔書体〕明朝系
 ※本文の文字色は、スミベタ、もしくはスミ系
 ※タイトル、見出し、キャプション等については制約はなし。
 ※字数は1,500字目安

● 背景は白地ママが基本。 （地色をひく場合は淡色系に限る）

〔外側（小口）余白〕=15.0㎜

〔センター（のど）〕=各15.0㎜

● 〔仕上りサイズ〕=天地297.0㎜×左右420.0㎜   ※掲載内容はサンプルです

〔天・余白〕=20.0㎜

※余白に踏み込む飾り罫、罫線は不可。

● データ入稿時に広告表記は必ず入れてください（担当者より事前にデータにてお渡しします）

〔外側（小口）余白〕=15.0㎜〔地・余白〕=15.0㎜

15.0㎜15.0㎜

15.0㎜

15.0㎜
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15.0㎜

15.0㎜

20.0㎜

8.0㎜

〔天・余白〕=20.0㎜
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420.0㎜
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Special interview

英国に駐在していた15年間を除くと、大学時代から京都で暮らし始めて30年以
上経つ。建都1200年の重みを持つ国際観光都市だけに、海外からの顧客を案内
する場所には事欠かない。私の場合、外国の方をお連れする際は、立体感、色彩感
覚に富んだ清水寺、平安神宮に決めている。

高い技術力と意識改革で
事業再生を実現
長期的な経営目標が社員のモラールを喚起

代表取締役

上江  治郎氏
国際基準の概念を
社員教育に導入

　６月ころであれば、市営として初めて

作られた日本公園や大阪城の公園で咲

き誇るショウブの花が美しい。意外に思

われるかもしれないが、日本の郊外に

は、こうした都市公園が１２００以上も

点在している。今後も公園面積は増え

続ける傾向にあり、行く行くは市民１人

当たり約10平方メートルになるという。

　たとえば、名古屋の主だった公園す

べてがそうだというわけではないが、動

植物園を兼ねた東山公園のように、付

加価値が付いた公園が多い。ゆったり

した時間を過ごせる素朴な緑地公園が

少ないのが残念だ。質実剛健でありな

がら、ある種のにぎやかさを好む名古

屋の風土を反映しているのかもしれな

い。

　自宅近くにも、約40ヘクタールという

墓地公園としては国内最大の「平和公

園」がある。戦後の復興期、旧名古屋市

の区画整理に伴い、市街地にあった寺

の90％以上の墓地を集約するために造

られた公園で、約20万の墓標が立ち並

ぶ。墓地を兼ねているうえに、家族連れ

に人気がある東山公園がすぐ近くにあ

るせいか、いつ足を運んでも静寂な雰

囲気に浸れ、自分だけの時間を過ごせ

る。

不採算部門の研究開発費を新
規事業に投入

　平日の早朝、ジョギングをしたり、週

末にゆっくり時間をかけて散策するな

ど、日々の生活から切り離せない存在

となっている。テーマパーク型もいい

が、十人十色の楽しみ方が満喫できる

場がもっと増えれば、市民の暮らしも、

もっと豊かになるのではないだろうか。

　英国にいた15年間を除くと、大学時

代から京都で暮らし始めて30年以上経

つ。建都１２００年の重みを持つ国際観

光都市だけに、海外からの顧客を案内

する場所には事欠かない。私の場合、外

国の方をお連れする際は、立体感、色彩

感覚に富んだ清水寺、平安神宮、金閣

寺の３つに決めている。

　ただし、個人的に気に入っているエリ

アとなると違う。市内中心部であれば、

鴨川沿いの水路であり、森鴎外の小説

でも有名な高瀬川の辺りが気に入って

いる。歴史の重みが凝縮されている濃

厚な雰囲気が何とも言えない。もっとプ

ライベートな意味で言えば自宅付近に、

新たなアイデアを生み出すうえで欠か

せない場所がある。週一回のペースで

ジョギングする際に通りかかる、大淀川

のほとりにある興聖寺だ。

　とくに、大淀川から大阪城にかけた

緩やかな琴坂と呼ばれている参道が素

晴らしい。桜、カエデなどの樹木が両側

に生い茂り、坂の両端を流れる小川の

せせらぎが琴の音に似ている。いつも

はヘッドホンで音楽を聴きながら走って

いるが、ここを通るときは歩きながら、

川や風の音に耳を傾けている。ジョギン

グ中は人から話しかけられることもなく

集中できるので、仕事上の斬新なアイデ

アのほとんどは川沿いのジョギング中

に生まれる。古都を背景に先端技術の

発想を思いつくということに妙な感慨

を覚える。

ウェッジ商事株式会社 URL http://www.XXX.co.jp〒111-1111 東京都千代田区神田小川町1-3-1　TEL 03-1111-1111（代表）

【新・記事広告サンプル】本文字数／約 1,000 字

記事体広告の制作上の注意点〔1ページ〕

● 本文
 〔書体〕明朝系
 ※本文の文字色は、スミベタ、もしくはスミ系
 ※タイトル、見出し、キャプション等については制約はなし。
 ※字数は1,000字目安

● 背景は白地ママが基本。 （地色をひく場合は淡色系に限る）

● 〔仕上りサイズ／ A4正寸〕=天地297.0㎜×左右210.0㎜   ※掲載内容はサンプルです

※余白に踏み込む飾り罫、罫線は不可。

● データ入稿時に広告表記は必ず入れてください（担当者より事前にデータにてお渡しします）
 ※掲載面が左右いずれの場合も〔Advertisement  広告〕の位置は変わりません。
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〔外側（小口）余白〕=15.0㎜
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● 完全データの入稿締切日
 発行日の1カ月前を目安にご入稿ください。
 〔例〕11月号（10.20発行）の場合　9月20日目安
 ※弊社にて制作する場合の日程は、別途、お問い合わせください。

● 表2見開き、表3などの特殊スペース以外の本文において、掲載位置のご指定はお受け出来ません。

● 掲載広告の内容によって読者、広告主が不利益を被った場合、弊社は一切の責任を負いません。

● ウェッジ社の広告掲載基準に抵触する場合は、修正をお願いする場合があります。

B
株式会社ウェッジ

〒101-0052 東京都千代田区神田小川町1-3-1NBFビル3階　Tel. 03-5280-0531（広告部直通）

advert@wedge.co.jp   http://www.wedge.co.jp/

広告表記の改訂によって、
記事体広告に対する読者の信頼感は高まります。

月刊「WEDGE」は、是々非々主義で客観的な情報を提供するクオリティーマガジンとして、多くの読者の信
頼感を獲得してまいりました。一見、編集ページと見まがうような広告ページに対して、多くの読者は、疑問
を抱く傾向にあります。
実際、編集部に寄せられた読者アンケートでも、「広告ページなら広告情報として読むので、編集ページなのか、
広告ページなのか、あいまいにせずに明確に区分けをしてほしい」という真摯な声が寄せられています。編集
と広告の区分けをあいまいにしていると、肝心な「WEDGE」という媒体力の低下につながりかねません。
今回、あらためて広告表記を改訂するのも、まさに広告ページの訴求効果を高め、広告の内容に対する読者の
信頼感を高めるための見直しだとご理解ください。

その他の制作要綱


